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多様な働き方の展望と課題

スキマバイトと副業を中心に

パーソル総合研究所

シンクタンク本部 小林祐児
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パーソル総合研究所

主席研究員 執行役員シンクタンク本部長

小林祐児

上智大学大学院 総合人間科学研究科 社会学専攻 博士前期課程 修了。

NHK 放送文化研究所に勤務後、総合マーケティングリサーチファームを経て、

2015年よりパーソル総合研究所。労働・組織・雇用に関する多様なテーマに

ついて調査・研究を行う。

専門分野は人的資源管理論・理論社会学。

著作に『罰ゲーム化する管理職』（集英社インターナショナル）、『リスキリングは経営課題』（光文社）、『早期退

職時代のサバイバル術』（幻冬舎）、『残業学』（光文社）『転職学』（KADOKAWA）など多数。
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❶今後の人手不足状況について

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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：パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計２０３５」
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：パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計２０３５」
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：パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計２０３５」
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多様な働き方：ここでの定義

フリーランス 副業
狭義のスポット
ワーク（スキマバイト）

ギグワーク

働き方

特定の企業や組織に雇

用されずに、個人で仕事

を受注し、報酬を得る

本業があり、副次的に他

で働く働き方

数時間もしくは１日単位

の単発で働き、直接雇

用で収入を得る仕事

単発・短時間のタスクを

アプリ経由で請負う

働き方

契約形態 業務委託・請負 多様 直接雇用 業務委託

仲介手段
直接契約・

クラウドソーシング
多様

スキマバイトアプリ
（例：タイミー等）

プラットフォーム経由
（Uber、ランサーズ等）

広義のスポットワーク

厳密な定義は流通していないが、本資料では以下のように整理する。
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❶フリーランスについて

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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フリーランスに関する調査：企業の活用率

ハイクラス層：高度な事業課題を解決できる経験・スキルを有する人材層。（目安：年収８００万以上・課長クラス以上）

メンバークラス層：日常的に発生する業務に従事する人材層。（目安：年収８００万未満・一般社員・リーダークラス）

副業・フリーランス人材の「現在活用者」はハイクラス層・メンバークラス層ともに２２-２３％にとどまり、

「活用経験者計」は3割未満にとどまっている。また「検討者＋興味者計」も３割に満たない状況。
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フリーランスに関する調査：依頼業務

ハイクラス層：高度な事業課題を解決できる経験・スキルを有する人材層。（目安：年収８００万以上・課長クラス以上）

メンバークラス層：日常的に発生する業務に従事する人材層。（目安：年収８００万未満・一般社員・リーダークラス）

「営業」「社内のデジタル化・IT化」が上位。加えて、メンバークラス層は「製造」「マーケティング・広告宣伝」「物流・倉庫

管理」といった実務を推進する業務への依頼が多い。
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フリーランスに関する調査：活用しない理由

ハイクラス層：高度な事業課題を解決できる経験・スキルを有する人材層。（目安：年収８００万以上・課長クラス以上）

メンバークラス層：日常的に発生する業務に従事する人材層。（目安：年収８００万未満・一般社員・リーダークラス）

「費用が高い（高そう）」が最も高いが、「現場での活用イメージがわかない・どのようなケースに適しているのかわからない」「副業・フリーラ

ンス人材に業務委託するメリットがわからない」「副業・フリーランス人材の活用に対して、社内に抵抗感がある」も高く、副業・フリーランス

人材活用への理解が担当者や社内で不足している状況がうかがえる。
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フリーランスに関する調査：活用するときの課題

ハイクラス層：高度な事業課題を解決できる経験・スキルを有する人材層。（目安：年収８００万以上・課長クラス以上）

メンバークラス層：日常的に発生する業務に従事する人材層。（目安：年収８００万未満・一般社員・リーダークラス）

他業務で忙しく手が回らない・社内調整が難しい、求める人材要件が現場とすり合わないといった調整的な悩みが上位。
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❷副業について

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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副業の実態調査結果
パーソル総合研究所

第三回 副業の実態・意識に関する定量調査

14

18年調査
10月26日-30日

21年調査
3月4日-8日

23年調査
7月26日-8月1日

副業

容認率

副業

受入れ率

副業

実施率

副業

意向率

50.9% 55.0% 60.9%

ー
（未聴取）

24.2% 24.4%

10.7% 9.1% 7.0%

45.8% 40.0% 40.8%

+4.1pt +5.9pt

企
業

正
社
員
個
人

+0.2pt

-2.1pt-1.6pt

-5.8pt +0.8pt

企業と正社員個人における副業実態の推移は以下の通り。

企業の副業容認率は上昇トレンドである一方で、正社員の副業実施率は微減トレンドとなった。

GAP

拡大

※調査実施時期が異なる点に留意されたい
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企業の副業容認状況［基本属性別］
パーソル総合研究所

第三回 副業の実態・意識に関する定量調査

n数 副業容認率(％)
21年との

差分(pt)

(1500) 60.9 (5.9)

10～100人未満 (672) 65.3 (2.4)

100～1千人未満 (503) 54.1 (3.1)

1千～1万人未満 (215) 58.1 (18.5)

1万人以上 (110) 70.9 (16.6)

東京圏（東京、神奈川、千葉、埼玉） (665) 60.6 (6.9)

名古屋圏（愛知、岐阜、三重） (120) 59.2 （-4.5）

大阪圏（大阪、兵庫、京都、奈良） (234) 61.1 (8.8)

都市圏以外（上記以外） (481) 61.7 (5.8)

全体

従

業

員

数

所

在

地

※灰色で網掛けされている業種はn数少のため参考

副業容認率が最も高い業種は「宿泊業、飲食サービス業(78.4%)」で、21年調査から11.8pt上昇。また、最も上

昇幅が大きい業種は、「金融業、保険業」で21.3pt。その他、従業員数1千人以上の企業における上昇幅も目立つ。

n数 副業容認率(％)
21年との

差分(pt)

(1500) 60.9 (5.9)

宿泊業、飲食サービス業 (51) 78.4 (11.8)

不動産業、物品賃貸業 (57) 75.4 (7.3)

医療、介護、福祉 (108) 70.4 (12.2)

その他のサービス業 (185) 64.9 (2.8)

金融業、保険業 (71) 63.4 (21.3)

情報通信業 (110) 62.7 (2.8)

学術研究、専門・技術サービス業 (44) 61.4 (5.2)

その他の業種 (39) 59.0 （-2.3）

運輸業、郵便業 (97) 58.8 (9.2)

卸売業、小売業 (190) 58.4 (10.9)

建設業 (145) 55.2 (2.2)

製造業 (317) 52.1 (1.8)

農業、林業、漁業、鉱業 (10) 80.0 (3.1)

電気・ガス・熱供給・水道業 (22) 72.7 (23.4)

教育、学習支援業 (27) 66.7 (3.6)

生活関連サービス業、娯楽業 (27) 59.3 （-3.8）

全体

業

種

調査結果
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n数 副業実施率(％)
21年との

差分(pt)

(61780) 7.0 （-2.1）

農業、林業、漁業、鉱業 (400) 16.4 （-6.6）

教育、学習支援業 (1195) 10.5 （0.8）

宿泊業、飲食サービス業 (1284) 10.0 （-1.0）

生活関連サービス業、娯楽業 (1295) 9.8 （-3.9）

その他の業種 (3649) 9.4 （-1.8）

医療、介護、福祉 (5861) 8.8 （-1.7）

不動産業、物品賃貸業 (1169) 8.6 （-3.4）

建設業 (4149) 8.1 （-0.6）

学術研究、専門・技術サービス業 (660) 7.6 （-4.2）

その他のサービス業 (5325) 7.5 （-4.4）

情報通信業 (4764) 7.0 （-0.7）

電気・ガス・熱供給・水道業 (1153) 6.1 （-0.8）

運輸業、郵便業 (4664) 6.1 （-3.5）

卸売業、小売業 (6123) 6.0 （-2.8）

製造業 (16326) 5.5 （-1.7）

金融業、保険業 (3764) 5.0 （-3.2）

全体

　

　

　

（

本

業

先

の

）

業

種

n数 副業実施率(％)
21年との

差分(pt)

(61780) 7.0 （-2.1）

男性 (39741) 6.5 （-3.0）

女性 (22039) 7.9 （-0.6）

２０代 (12065) 8.9 （-3.7）

３０代 (15257) 8.8 （-2.2）

４０代 (18727) 6.5 （-1.4）

５０代 (15731) 4.5 （-1.7）

一般社員・従業員 (40711) 6.8 （-1.9）

主任・リーダー相当 (7930) 7.8 （-3.8）

係長相当 (4092) 6.7 （-4.3）

課長相当 (6256) 6.4 （-2.8）

部長・本部長相当 (2791) 10.4 （-4.1）

職

位

全体

性

別

年

代

16

正社員の副業実施状況［基本属性別］
パーソル総合研究所

第三回 副業の実態・意識に関する定量調査

副業実施状況について、性別では男性よりも女性、年代では若年層（20～30代）の実施率がやや高い。

また、職位別にみると、「部長・本部長相当」の副業実施率が高い。

調査結果
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順位 副業動機 23年結果（%）

15位 自分のスキルが他の場所でも通用するか試したいから 33.8 13位 ↓↓

16位 趣味を仕事にしたいから 33.1 17位 ↑

17位 会社以外の場所で感謝されたいから 32.3 19位 ↑↑

18位
会社の働き方改革により、残業代が減り収入が減った

から
30.3 15位 ↓↓↓

19位 本業の仕事内容に満足できないから 28.5 18位 ↓

20位 本業では自分の好きな仕事ができないから 25.2 20位 →

21位 転職したいから 23.9 22位 ↑

22位 本業では自分の思うように仕事を進められないから 23.8 21位 ↓

23位 独立したいから 22.5 24位 ↑

24位 社会課題の解決に取り組みたいから 21.7 23位 ↓

25位
本業の仕事の性格上、別の仕事をもつことが自然だか

ら
20.5 25位 →

26位 仕事を頼まれ、断りきれなかったから 18.9 26位 →

27位 家業の手伝いをするため 14.1 27位 →

　21年順位

17

副業を行おうと思った動機
パーソル総合研究所

第三回 副業の実態・意識に関する定量調査

副業を行っている正社員（副業実施者）の副業動機をみた。21年調査に引き続き、「副収入を得たいから」「現在の仕事

での将来的な収入に不安があるから」「生活するには本業の収入だけでは不十分だから」が上位を占める。

副業実施者【23年】n=2000【21年】n=1703

順位 副業動機 23年結果（%）

1位 副収入（趣味に充てる資金）を得たいから 69.7 1位 →

2位 現在の仕事での将来的な収入に不安があるから 57.5 2位 →

3位 生活するには本業の収入だけでは不十分だから 57.3 3位 →

4位 自分が活躍できる場を広げたいから 45.9 4位 →

5位
本業では得ることが出来ない新しい知見やスキル、経

験を得たいから
44.9 5位 →

6位 副業で好きなことをやりたいから 44.4 6位 →

7位 時間のゆとりがあるから 42.1 10位 ↑↑↑

8位 会社以外の場所でやりがいを見つけたいから 42.0 9位 ↑

9位 様々な分野の人とつながりができるから 41.9 8位 ↓

10位 自分のスキルを会社以外の場所でも役立てたいから 40.8 11位 ↑

11位 会社以外の場所で役に立てる場所を見つけたいから 40.4 12位 ↑

12位 現在の職場で働き続けることができるか不安があるから 38.0 7位 ↓↓↓↓↓

13位 現在の職場に居場所があり続けるか不安があるから 34.7 14位 ↑

14位 ローンなど借金や負債を抱えているから 34.5 16位 ↑↑

　21年順位

※ スコアは、「あてはまる」「ややあてはまる」
の合計

調査結果
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個人調査｜副業を行っていない理由（％）

29.7 29.7 

20.9 
18.9 

12.0 
9.9 9.8 

7.7 
5.2 5.1 

3.1 
1.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

副業意向者に対して、現在副業を行っていない理由を確認した。

「自分の希望やスキルに合っておらず、応募を控えてしまう」と「本業が忙しく時間が無い」が29.7%で最も高い。

副業意向者が副業を行っていない理由
パーソル総合研究所

第三回 副業の実態・意識に関する定量調査

自
分
の
希
望
や
ス
キ
ル

に
合
っ
て
お
ら
ず
、

応
募
を
控
え
て
し
ま
う

本
業
が
忙
し
く
時
間
が

無
い

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が

忙
し
く
時
間
が
無
い

副
業
の
探
し
方
が

わ
か
ら
な
い

会
社
で
副
業
が
禁
止

さ
れ
て
い
る

会
社
が
副
業
に
消
極
的

で
、
実
施
し
に
く
い

会
社
の
副
業
許
可
の

条
件
が
厳
し
い

会
社
の
副
業
に
関
す
る

手
続
き
が
煩
雑

上
司
が
副
業
に
消
極
的

で
、
実
施
し
に
く
い

応
募
は
す
る
が
、

採
用
ま
で
至
ら
な
い

家
族
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い

そ
の
他

副業意向者  n=1170
※全体ベースでスコアが高い順に並び替え

調査結果






